
令和 7年 4月 15日

高校授業料無償化について

(1)目 的 :公平な教育機会の提供、親の経済的負担の軽減

(2)概要

①令和 7年度 :公立私立とも所得制限なしで 118800円助成

②令和 8年度 :私立について所得制限なしで上限を457000円 に引き上げ

3ヽ高校授業料無償化のイメージ

45万 7

(3)問題点

①公立離れの加速 (大阪は公立高校の約半数が倍率 1倍以下)

特に、工業高校、、商業高校、農業高校等の衰退

②教育格差の拡大 (負担が減った分を塾や家庭教師代に振り向け)

③私立高校の授業料の便乗値上げ

④外国人の取扱い

(4)対案

①令和 8年度の私立への助成を取りやめ、公立校の教育環境の充実と教

職員の待遇改善へ振り向ける。

②学校への助成から日本人生徒への教育バウチャー支給に切り替える。
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